
 1 

商品市況展望 

平成 25 年 12 月 22 日記 

本年最終号のレポートだ。今年の立会は 24 日～27 日までの 4 日間と、次週の 30 日の大納会

で終了。その後、6 連休に入る。 

大発会は 1 月 6 日（月）がスタートとなる。 

 

さて今年最後の FOMC では、バーナンキの置き土産。市場の予想に反して FRB は QE 縮小

開始を始め、金は急落。だが株価は急騰であり、つまり出口戦略は功を奏したという事になるわ

けだ。今回の縮小は 100 億ドルであり、金利は据え置き。今後、米経済の立ち直りとともに徐々

に縮小して行くという見方を、市場は好感したわけである。 

とにかく今回のような、株高・金安への動きは、当方がこのところずっとコメントして来たとにかく今回のような、株高・金安への動きは、当方がこのところずっとコメントして来たとにかく今回のような、株高・金安への動きは、当方がこのところずっとコメントして来たとにかく今回のような、株高・金安への動きは、当方がこのところずっとコメントして来た

事事事事。おそらくおそらくおそらくおそらく 2014201420142014 年の動きも、この流れが継続されるものだと考えている年の動きも、この流れが継続されるものだと考えている年の動きも、この流れが継続されるものだと考えている年の動きも、この流れが継続されるものだと考えている。 

 

その NY 金の月足チャートを今回はアップした。1991 年～現在までの長い長いチャートであ

る。（先物市場では最長 1 年間しか保有できないゆえ、これで相場は張れないが） 

1999 年の 253 ドルで底を打った金相場は、2011 年 9 月に 1923 ドルで天井を打ち、今は 1200

ドルを割れている格好だ。10 年上がって天井を打ち、今年から大きく下げ始めたのが一目瞭然

だ。これが相場のトレンドというものだ。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金週足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

12 月 16 日 \4,078 -14 \4,084 -16 

12 月 17 日 \4,119 41 \4,127 43 

12 月 18 日 \4,079 -40 \4,085 -42 

12 月 19 日 \4,082 3 \4,089 4 

12 月 20 日 \4,012 -70 \4,019 -70 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『戻り売りのトレンドからの脱却は困難だろう。現状ではまだ値

ごろ感が働いて安値からは戻す相場展開となっているものの、いずれ出る QE 縮小の動きで下抜

けるだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週末には安値で 4,0024,0024,0024,002 円まで下落円まで下落円まで下落円まで下落。QE 縮小の動きで、大きく値を消す展

開となった。 

 

今週は全銘柄を週足アップとした。このチャートは 2007 年～現在のチャートであるが、冒頭

の NY 金の月足チャートでの 250 ドル台の頃は、国内金価格も 1,000 円割れという価格もあった

わけだ。 

それが 1,000 円→2,000 円→3,000 円と上がって来て、リーマンショックでの暴落となったの

が 2008 年の夏～秋。その後また復活を始め、5,0005,0005,0005,000 円台で天井を打ったのが今年の円台で天井を打ったのが今年の円台で天井を打ったのが今年の円台で天井を打ったのが今年の 2222 月月月月である。 

 

もちろんこれが大天井なのか、そうでないのかは個々の相場観だろうし、また現在は下げトレ

ンドであると一致したとしても、一体どこまで下がると考えるのかにも様々な意見はあろう。だ

が当方はこんな風に考えている。 

○NY 金は金市場からの資金流出が続いているため、リーマンショック時の安値リーマンショック時の安値リーマンショック時の安値リーマンショック時の安値 800800800800 ドル辺りまドル辺りまドル辺りまドル辺りま

でいずれ下がるだろうでいずれ下がるだろうでいずれ下がるだろうでいずれ下がるだろう。 

○為替は円安傾向が続き、同時期の 110 円を目指すだろう。 

○その後、また急騰を開始した場合は 2000 ドルになるだろうが、逆になお下げるのなら 500 ド

ルまで下がるだろう。 

○つまり換算では 800800800800 ドル×ドル×ドル×ドル×110110110110 円÷円÷円÷円÷31.103531.103531.103531.1035＝＝＝＝2,8292,8292,8292,829 円となる円となる円となる円となるゆえ、いずれにせよ 3,000 円程

度まで下がり、その後の相場はその後の判断になるだろう…というのが当方の相場観だ。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\5,081 2 月 7 日 \3,745 6 月 28 日 \4,012 

2014 年 2 月 \4,759 2 月 26 日 \4,979 3 月 21 日 \3,751 6 月 28 日 \4,024 

2014 年 4 月 \4,585 4 月 25 日 \4,760 5 月 10 日 \3,749 6 月 28 日 \4,022 

2014 年 6 月 \4,031 6 月 26 日 \4,531 9 月 4 日 \3,750 6 月 28 日 \4,016 

2014 年 8 月 \4,424 8 月 28 日 \4,532 9 月 4 日 \3,975 10 月 16 \4,021 
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日 

2014 年 10 月 \4,254 

10 月 29

日 

\4,298 

10 月 31

日 

\4,001 12 月 5 日 \4,019 

    

〇NY 金週足 

…削除済み… 

12/12/12/12/20202020 のののの NYNYNYNY 市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比 10.110.110.110.1 ドルドルドルドル高高高高のののの 1203.71203.71203.71203.7 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。安値は安値は安値は安値は 1188118811881188 ドルドルドルドルまであっ

たが、QE 縮小による売りが一巡し、反発する事となった。 

相場の上げ下げは当たり前の事であり、日々上がったり下がったりするものなのだが、週足で週足で週足で週足で

はははは 1,4001,4001,4001,400 ドルを超えればドルを超えればドルを超えればドルを超えれば WWWW 底底底底。逆に 1179117911791179 ドルを割れば、また次の下値探りが始まるドルを割れば、また次の下値探りが始まるドルを割れば、また次の下値探りが始まるドルを割れば、また次の下値探りが始まるという事だ。 

 

CFTC 発表の 12/12/12/12/11117777 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

 

またまたまたまた 12/12/12/12/20202020 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、1172.10 トンと前週比 14.57 トンの減少である。こちらこちらこちらこちらももももまままま

だだだだ減り続けている減り続けている減り続けている減り続けている。 

昨年のピーク時は、残高が昨年のピーク時は、残高が昨年のピーク時は、残高が昨年のピーク時は、残高が 1800180018001800 トンあったトンあったトンあったトンあったわけである。すでに 600 トン以上の減少で、3 分

の 2 になってしまっているわけだ。金から資金流出している証拠だ。 

まさかゼロになるわけではないだろうが、これが増加し始めてから買ったって遅くないだろう

というのが当方の見方であり、どこまで減るのかゆっくり待ちましょ！という事だ。 

ちなみに 2008 年当時は 800 トンほどであり、2006 年当時は 500 トンほどしかなかった。 

 

結論として当方の相場観は、来年の金相場も 3,000 円を目指しての売りトレンドが続くだろう

と見ている。 
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〇東京プラチナ週足 

…削除済み… 

今週のプラチナの値動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

12 月 16 日 \4,495 -37 \4,545 -42 

12 月 17 日 \4,511 16 \4,559 14 

12 月 18 日 \4,476 -35 \4,523 -36 

12 月 19 日 \4,480 4 \4,524 1 

12 月 20 日 \4,439 -41 \4,488 -36 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『大きな上昇も無いだろうが、逆に急落もしづらい相場で

あろう。逆張りでの対処がベターであると考える』とコメントした。 

今週の相場展開は、週末には安値で 4,4584,4584,4584,458 円まで下落円まで下落円まで下落円まで下落。先物 10 月限は、一代安値の更新とな

った。 

 

工業用需要が多く、産出地が金以上に南アに偏っているプラチナは、変動要因が金とは多少違

うわけではあるが、やはり同じ貴金属という事もあって互いに影響を与え合う。 

基本的な当方の考え方としては、金の下げトレンドが続く限り 5,000 円は天井だろうし、しか

しそんなに大きく下がるかな？という相場観で望んでいる。 

…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京白金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\5,300 2 月 8 日 \4,122 6 月 27 日 \4,439 

2014 年 2 月 \4,831 2 月 26 日 \5,052 3 月 12 日 \4,125 6 月 27 日 \4,454 

2014 年 4 月 \4,622 4 月 25 日 \4,999 5 月 16 日 \4,109 6 月 27 日 \4,463 

2014 年 6 月 \4,284 6 月 26 日 \4,948 9 月 4 日 \4,125 6 月 27 日 \4,469 

2014 年 8 月 \4,810 8 月 28 日 \4,956 9 月 4 日 \4,302 10 月 4 日 \4,480 

2014 年 10 月 \4,648 

10 月 29

日 

\4,740 

11 月 15

日 

\\\\4,4584,4584,4584,458    

12121212 月月月月 20202020

日日日日    

\4,488 

 

〇プラチナ－金価格差週足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、4,4,4,4,488488488488 円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－4,4,4,4,019019019019 円（金）＝円（金）＝円（金）＝円（金）＝444469696969 円円円円。 

 

金とプラチナのサヤは、週足ベースで見れば驚く程の変動だ。リーマンショック前は 4,000

円以上にも拡大した事があるし、昨年は－500 円超にプラチナが割安になった場合もあるわけだ。 

…中略… 

 

結論として当方の相場観は、プラチナ相場は金よりは強い状況が続くだろう。ただし単体で見

れば、上げ相場ではなくもみ合い相場であると考える。 



 5 

〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油週足 

…削除済み… 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『69,630 円で当面の天井を打ち、調整局面入りとなっている相場であろう』

とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 99999999 ドル台へと上昇ドル台へと上昇ドル台へと上昇ドル台へと上昇。週末 12/20 は、前日比 0.28 ドル高の 99.3299.3299.3299.32

ドルドルドルドルでの終了である。 

 

今週は年末最終号ゆえ、週足をアップした。これより以前の相場は、原油は有事があっても

40 ドルにさえ乗せない相場だったのであるが、2007 年、08 年と急騰して 147147147147 ドルまで大暴騰ドルまで大暴騰ドルまで大暴騰ドルまで大暴騰し

た相場が、リーマンショックで大暴落してリーマンショックで大暴落してリーマンショックで大暴落してリーマンショックで大暴落して 33333333 ドルまで下がったドルまで下がったドルまで下がったドルまで下がったのが 2008 年の相場である。 

その後の反騰～現在のもみ合い相場となっている姿であり、ここ数年はここ数年はここ数年はここ数年は 75757575 ドル～ドル～ドル～ドル～115115115115 ドルのドルのドルのドルの

40404040 ドル幅の相場ドル幅の相場ドル幅の相場ドル幅の相場であり、それを平均すれば 95 ドルとなるため、現在の価格はちょうど良いとこ

ろに居るとも言える。 

…中略… 

また CFTC のファンドの建玉報告は、12/17 現在で…中略… 

 

〇東京原油週足 

…削除済み… 

今週の東京原油の動き 

  12 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

12 月 16 日 \69,200 -210 \67,250 -450 

12 月 17 日 \69,460 260 \67,650 400 

12 月 18 日 \69,190 -270 \67,260 -390 

12 月 19 日 \69,730 540 \68,390 1130 

12 月 20 日 \69,940 210 \68,910 520 

東京原油は 69,63069,63069,63069,630 円（円（円（円（12/412/412/412/4））））から反落から反落から反落から反落した相場が、67676767,150,150,150,150 円（円（円（円（12/1212/1212/1212/12）まで）まで）まで）まで 2,5002,5002,5002,500 円ほどの円ほどの円ほどの円ほどの

下落下落下落下落の後、FOMC 明けから再び騰勢を強めて来ている。その後の夜間取引では、69,65069,65069,65069,650 円の高値円の高値円の高値円の高値

を記録しており、高値更新であるを記録しており、高値更新であるを記録しており、高値更新であるを記録しており、高値更新である。 

 

先週号まで戻り売りとしていた相場観は、先週号まで戻り売りとしていた相場観は、先週号まで戻り売りとしていた相場観は、先週号まで戻り売りとしていた相場観は、180180180180 度転換である度転換である度転換である度転換である。NY はクリスマス休暇に入るし、

国内は大納会に向けて損切りが出やすい時期だ。こりゃもう下がらんだろう。大納会天井か、大

発会天井までここから更に急騰しても、当方は全く驚かぬ。 

結論から先に言えば、売り玉は仕舞って、途転買いがベターであろう。結論から先に言えば、売り玉は仕舞って、途転買いがベターであろう。結論から先に言えば、売り玉は仕舞って、途転買いがベターであろう。結論から先に言えば、売り玉は仕舞って、途転買いがベターであろう。    

 

もちろんこれは超目先の相場観であり、今週は今年最終号のため週足での分析をしてみたい。

NY 原油価格が 147 ドルという異常値を付けた時点の東京原油は、95,00095,00095,00095,000 円台という高値円台という高値円台という高値円台という高値。そこ

からリーマンショックの大暴落でリーマンショックの大暴落でリーマンショックの大暴落でリーマンショックの大暴落で 22,00022,00022,00022,000 円台まで下げた相場円台まで下げた相場円台まで下げた相場円台まで下げた相場は、徐々に回復して現在 7 万円を

目指す相場展開になっているわけだ。 

つまり 2009 年以降はずっと“押し目買い相場となっている押し目買い相場となっている押し目買い相場となっている押し目買い相場となっている”わけだが、目標値の設定はこの
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チャートでは難しいとしても、相対力指数はまだ過熱感を示唆していないのは事実。また過去数

年 3～4 月に天井を付けているケースが多いことが見て取れるため、今回の上昇相今回の上昇相今回の上昇相今回の上昇相場もまだ数ヶ場もまだ数ヶ場もまだ数ヶ場もまだ数ヶ

月は続くのかもしれない月は続くのかもしれない月は続くのかもしれない月は続くのかもしれないというのが、変更した現在の見方である。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \60,580 7 月 1 日 \70,790 12 月 4 日 \60,000 8 月 9 日 \69,940 

2014 年 1 月 \62,420 8 月 1 日 \70,180 12 月 4 日 \59,720 8 月 9 日 \69,740 

2014 年 2 月 \63,890 9 月 2 日 \70,020 12 月 4 日 \61,410 11 月 8 日 \69,480 

2014 年 3 月 \62,520 10 月 1 日 \69,900 12 月 4 日 \61,250 11 月 8 日 \69,280 

2014 年 4 月 \63,780 11 月 1 日 \69,750 12 月 4 日 \61,130 11 月 8 日 \69,100 

2014 年 5 月 \67,680 12 月 2 日 \69,630 12 月 4 日 \\\\66,93066,93066,93066,930    

12121212 月月月月 18181818

日日日日    

\68,910 

  

 結論として当方の相場観は、目先は完全に買い転換した相場であろう。また長期的に見ても、

春先までは安易に売れない相場となってしまったという判断である。 
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〇東京ガソリン週足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

12 月 16 日 \76,900 -150 \80,680 -570 

12 月 17 日 \77,370 470 \81,090 410 

12 月 18 日 \77,300 -70 \80,860 -230 

12 月 19 日 \78,550 1250 \82,110 1250 

12 月 20 日 \79,090 540 \82,650 540 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『チャートでは 82,760 円で当面の天井を打った模様。しかしスポット価格

は堅調であり、需給もタイトな状態となっているため、まだ大暴落する可能性も低いだろう。上

値もみ合いの逆張り相場に移行するかもしれない』とコメントした。 

今週の相場展開は、FOMC での QE 縮小で逆に買われた相場が、週末には高値更新の 82,800 円

を記録。その後も騰勢を強めた相場は、夜間取引では夜間取引では夜間取引では夜間取引では 83,37083,37083,37083,370 円まで更に高値更新円まで更に高値更新円まで更に高値更新円まで更に高値更新である。 

 

先週号で“天井を打った模様”とした相場観は訂正。この時期に新高値更新の相場は、例年の

パターンだと大納会まで上げ続けても不思議ではないとし、180 度相場観は転換である。 

 

さて今週は週足をアップしたわけだが、NY 原油価格 147 ドルという異常値を付けた時点での

国内ガソリン相場は 10 万円オーバー。それがリーマンショックで 3 万円割れまで下がり、そこ

からの緩やかな上昇トレンドが続いているのが現在の相場である。 

…中略… 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2014 年 1 月 \70,660 6 月 26 日 \\\\79,18079,18079,18079,180    

12121212 月月月月 20202020

日日日日    

\69,520 6 月 27 日 \79,090 

2014 年 2 月 \75,050 7 月 26 日 \\\\79,86079,86079,86079,860    

12121212 月月月月 20202020

日日日日    

\71,020 8 月 9 日 \79,650 

2014 年 3 月 \76,610 8 月 26 日 \81,430 12 月 4 日 \73,060 11 月 8 日 \81,260 

2014 年 4 月 \76,190 9 月 26 日 \82,070 12 月 4 日 \73,350 10 月 8 日 \81,680 

2014 年 5 月 \75,100 

10 月 28

日 

\82,620 12 月 4 日 \73,620 11 月 8 日 \82,410 

2014 年 6 月 \78,830 

11 月 26

日 

\\\\82,80082,80082,80082,800    

12121212 月月月月 20202020

日日日日    

\78,630 

11 月 26

日 

\82,650 

夜間取引では、更に一代高値を更新中である。 

 

12/12/12/12/20202020 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略… 

12/12/12/12/14141414 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、前…中略… 

 

結論として当方の相場観は、目先は一段高の相場と見る。長い目で見た場合は、やはりどこか

で天井を打つ相場であろうが、まだそれには時間が掛かる可能性もあるだろう。 
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〇東京灯油週足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

12 月 16 日 \83,800 60 \79,410 -600 

12 月 17 日 \84,190 390 \79,580 170 

12 月 18 日 \83,240 -950 \78,860 -720 

12 月 19 日 \83,350 110 \79,900 1040 

12 月 20 日 \82,790 -560 \80,390 490 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『チャートでは 81,500 円で当面の天井は打っただろう。しかし急落するか

どうかは、今後の需要動向次第であろう。順当ならば、高値もみ合い相場への移行か』とコメン

トした。 

今週の相場展開は、FOMC 前までは調整を続けていた相場だが、その後の QE 縮小から株価とと

もに切り返した相場が 8 万円台を回復。夜間取引でも続伸し、夜間取引でも続伸し、夜間取引でも続伸し、夜間取引でも続伸し、81,00081,00081,00081,000 円台乗せである円台乗せである円台乗せである円台乗せである。 

 

現在の灯油は需給はだぶついている状況ゆえ、原油やガソリンと比べれば上値の重さは否めな

いが、それでもチャートから見ればまだ押し目買いトレンドを維持しているようだ。 

…中略… 

 

なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2014 年 1 月 \73,900 6 月 26 日 \86,470 

11 月 29

日 

\72,650 6 月 27 日 \82,790 

2014 年 2 月 \78,000 7 月 26 日 \86,170 

11 月 29

日 

\74,130 8 月 9 日 \82,900 

2014 年 3 月 \79,130 8 月 26 日 \84,700 12 月 4 日 \75,710 11 月 8 日 \82,360 

2014 年 4 月 \75,440 9 月 26 日 \82,060 12 月 4 日 \73,430 11 月 8 日 \80,820 

2014 年 5 月 \74,290 

10 月 28

日 

\81,460 12 月 4 日 \72,900 11 月 8 日 \80,450 

2014 年 6 月 \78,410 

11 月 26

日 

\81,500 12 月 4 日 \77,700 

11 月 26

日 

\80,390 

 

12/12/12/12/20202020 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 

12/12/12/12/14141414 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

   

結論として当方の相場観は、灯油自体の需給はかなりだぶついている。ゆえに他商品に連れ高

して急騰した場面のヘッジ売りは可だろうが、単独で積極的に売るのは時期的にまだ早いだろう。

長いトレンドでは、まだ大崩れの可能性は低いだろう。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム週足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  12 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

12 月 16 日 281.5 1.4 283.7 0 

12 月 17 日 282.3 0.8 281.1 -2.6 

12 月 18 日 283.0 0.7 280.1 -1.0 

12 月 19 日 285.0 2.0 280.6 0.5 

12 月 20 日 288.0288.0288.0288.0    3.0 282.9 2.3 

先週号においては『そろそろ天井圏に入ってきた。ここからは売り場探しであり、盛りの良い

場面を慎重に売り上がるのが良いだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週末に当限が逆ザヤの一代高値更新で納会したほか、多くの限月が一代高多くの限月が一代高多くの限月が一代高多くの限月が一代高

値の更新値の更新値の更新値の更新。先物は先物は先物は先物は 287.9287.9287.9287.9 円円円円の高値まで記録である。 

 

ファンダメンタルズの悪いゴムは“売り場探し”を基本に考えている当方だが、さすがに逆ザ

ヤでの納会を見せつけられれば、まだ売るのは早いのだろうと若干の相場観の見直しである。 

週足で見れば、2011 年に 535 円を記録して天井を打った時期も 2 月。今年も 2 月が 337 円で

天井である。売りは売りは売りは売りは 2222 月くらいまで待たないとしょうがないのかもしれない月くらいまで待たないとしょうがないのかもしれない月くらいまで待たないとしょうがないのかもしれない月くらいまで待たないとしょうがないのかもしれない。 

 

さて滅多にない逆ザヤ納会を演じたゴムだが、…中略… 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 231.0 6 月 25 日 288.7288.7288.7288.7    

12121212 月月月月 20202020

日日日日    

225.5 6 月 25 日 288.0288.0288.0288.0    

2014 年 1 月 257.0 7 月 26 日 287.1 9 月 9 日 238.7 7 月 31 日 282.4 

2014 年 2 月 278.8 8 月 27 日 290.3 9 月 9 日 249.2 11 月 5 日 278.7 

2014 年 3 月 277.9 9 月 25 日 282.2282.2282.2282.2    

12121212 月月月月 16161616

日日日日    

251.0 11 月 5 日 279.5 

2014 年 4 月 261.1 

10 月 28

日 

285.5285.5285.5285.5    

12121212 月月月月 16161616

日日日日    

253.5 11 月 5 日 281.1 

2014 年 5 月 260.8 

11 月 26

日 

287.9287.9287.9287.9    

12121212 月月月月 16161616

日日日日    

256.5 

11 月 27

日 

282.9 

    

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、…中略… 

 

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略… 

 

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、11/30 現在で 1,555 トン増の 1 万 875 トン。5 旬連続の増加であり、1

万トンの大台乗せである。 
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上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫は、は、は、は、…中略… 

 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、東京と真逆の展開で大きく値を消した。2 万元台から大きく下げ、一時は

19,000 元台も割れている。 

つまり今週のゴムの堅調は、すべて当限からの策動の結果という事になるわけだが、相手＝○

○＆ファンドが何を考えているのか判らないのだから、チャートで売りになるまでは売りづらい

としか言えない。 

 

 結論として当方の相場観は、高値に持ち上げたい勢力があるわけで、それが息切れするまでは

売れない相場かもしれない。いずれ天井は付けるのだから、そこまで待つのがベターか。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕 

〇東京コーン週足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  3 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

12 月 16 日 \25,330 -410 \25,650   

12 月 17 日 \25,450 120 \25,610 -40 

12 月 18 日 \25,570 120 \25,810 200 

12 月 19 日 \25,750 180 \25,920 110 

12 月 20 日 \26,020 270 \26,200 280 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『本格的な調整局面を期待したい。大きく押せば買いたい新穀限月がスター

トしたため、これから参入の機会をうかがいたい』とコメントした。 

今週の相場展開は、先物は 26,000 円前後での動き。まだもみ合いとなっているわけだが、今

週は週足をアップした。 

 

ここ数年での高値は 2008 年 6 月の 5 万円台であるが、この時は原油も 140 ドル超など何もか

にもが高く、商品市場に大量の資金流入があった頃なので、コーンがどうのこうのという話では

なかった。 

またそこからの大暴落も、リーマンショック後の信用収縮の相場ゆえ、一気に 15,000 円割れ

まで下がったわけだ。 

その後は、ざっくり言えばざっくり言えばざっくり言えばざっくり言えば 2222 万円～万円～万円～万円～3333 万円のもみ合い相場万円のもみ合い相場万円のもみ合い相場万円のもみ合い相場。さて来年は？さて来年は？さて来年は？さて来年は？という話である。 

なお一代の動きは以下のとおりである。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2014 年 3 月 \27,290 2 月 18 日 \28,750 6 月 3 日 \24,030 8 月 12 日 \26,020 

2014 年 5 月 \26,550 4 月 17 日 \28,970 6 月 3 日 \23,050 

10 月 15

日 

\25,070 

2014 年 7 月 \26,600 6 月 17 日 \28,410 6 月 21 日 \23,450 

11 月 20

日 

\25,060 

2014 年 9 月 \25,190 8 月 16 日 \26,600 8 月 27 日 \24,180 11 月 8 日 \25,300 

2014 年 11 月 \24,790 

10 月 16

日 

\26,080 

12 月 12

日 

\24,380 11 月 8 日 \25,880 

2015 年 1 月 \\\\25,97025,97025,97025,970    

12121212 月月月月 16161616

日日日日    

\\\\26,24026,24026,24026,240    

12121212 月月月月 20202020

日日日日    

\\\\25,56025,56025,56025,560    

12121212 月月月月 16161616

日日日日    

\26,200 

〇シカゴコーン週足 

…削除済み… 

今年のシカゴ相場の最高値は 8 ドルジャスト。豊作だっただめに新穀から急落し、今は 4 ドル

台である。…中略… 

なお CFTC 発表のファンドの建玉報告は、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、ざっくり 25,000 円以下なら買いたいが、さてそういう値段が 1

月・2 月であるかどうかという話である。 
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〇東京大豆週足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

12 月 16 日 \61,900 -110 \55,550   

12 月 17 日 \63,100 1200 \55,880 330 

12 月 18 日 \64,400 1300 \56,170 290 

12 月 19 日 \64,590 190 \57,000 830 

12 月 20 日 \66,350 1760 \56,950 -40 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『当面の天井は打ったものと思われるが、大幅逆ザヤ相場が続く限りは、や

はり下げたところを買いから入るのが基本か。どこまで調整するかを期待したい』とコメントし

た。 

今週の相場展開は、57,90057,90057,90057,900 円（円（円（円（12/1012/1012/1012/10））））は超えていないものの、発会した 12 月限は 55,200 円

（12/17）の安値から 57,000 円を挟んだ価格まで上昇である。やはり当先の逆ザヤが大きく、か

つ期近からの相場の引き上げが大きいゆえ、調整は大した事がない状況だ。 

 

シカシカシカシカゴも国内も、買っているのはファンドであるゴも国内も、買っているのはファンドであるゴも国内も、買っているのはファンドであるゴも国内も、買っているのはファンドである。…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2014 年 2 月 \53,000 2 月 18 日 \\\\66,59066,59066,59066,590    

12121212 月月月月 20202020

日日日日    

\48,960 8 月 8 日 \66,350 

2014 年 4 月 \50,910 4 月 17 日 \\\\63,80063,80063,80063,800    

12121212 月月月月 18181818

日日日日    

\49,850 5 月 2 日 \63,400 

2014 年 6 月 \51,760 6 月 17 日 \63,100 

12 月 11

日 

\49,130 8 月 8 日 \60,370 

2014 年 8 月 \52,600 8 月 16 日 \58,210 

12 月 11

日 

\51,480 10 月 3 日 \58,170 

2014 年 10 月 \53,600 10 月 16 日 \57,900 

12 月 10

日 

\51,900 

10 月 16

日 

\57,350 

2014 年 12 月 \\\\56,50056,50056,50056,500    12121212 月月月月 16161616 日日日日    \\\\57,49057,49057,49057,490    

12121212 月月月月 20202020

日日日日    

\\\\55,20055,20055,20055,200    

12121212 月月月月 17171717

日日日日    

\56,960 

 

〇シカゴ大豆週足 

…削除済み… 

 シカゴコーンに比べると、シカゴ大豆も値位置は高いところにいる。そういう理由があるから

そうなのだろうが、やはり買いたいのは 10 ドルくらいの価格だ。ただし今～春先にそんな下落

に見舞われたら、逆に売りなんだろうが…。 

CFTC 発表のファンドの建玉報告では、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、どこかで買わねばならぬ相場なのだろう。逆に崩れてくるような

ら、買ってはいけない相場なのだろう。 
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〔〔〔〔為替為替為替為替・株式・株式・株式・株式〕〕〕〕    

〇ドル/円相場週足 

…削除済み… 

今週はドル/円相場も週足をアップ。とにかくこれを見ると、アベノミクスで完全にトレンドアベノミクスで完全にトレンドアベノミクスで完全にトレンドアベノミクスで完全にトレンド

が変わった事が見て取れるが変わった事が見て取れるが変わった事が見て取れるが変わった事が見て取れるわけだ。 

為替相場の見方には、識者も円高だとか、円安だとか、まさに当たればめっけもんの両極端な

意見が多いわけだが、当方はまだ当分円安トレンドは続くとの相場観だ。目先はぼちぼち危険水

域だけれどもね。 

なお来週の主な予定は、…中略… などとなっている。 

 

おそらく来年の最大の焦点は、イエレン後のおそらく来年の最大の焦点は、イエレン後のおそらく来年の最大の焦点は、イエレン後のおそらく来年の最大の焦点は、イエレン後の FOMCFOMCFOMCFOMC の動きの動きの動きの動きと、アベノミクスの第と、アベノミクスの第と、アベノミクスの第と、アベノミクスの第 3333 の矢であの矢であの矢であの矢であ

る成長戦略の発表を、市場が評価するのかどうかであろうる成長戦略の発表を、市場が評価するのかどうかであろうる成長戦略の発表を、市場が評価するのかどうかであろうる成長戦略の発表を、市場が評価するのかどうかであろう。 

 

〇ユーロ/円相場週足 

…削除済み… 

ユーロ/円相場は 142 円台まで円安が進んでおり、これはリーマンショック後の最安値を更新

するものだ。 

ここまでユーロ高/円安になるとは、あまり誰も考えていなかったのでは？ 最近は全く欧州

経済の危機を騒がないし、PIGS という言葉も死語になった感があるが、またどうせ何時か欧州

のどこかで債務危機は再燃するのだろう。 

ただし、杞憂ばかり持っていたら、とてもじゃないが相場なんて張れないわけで、そういうの

は出てから考えても遅くない。 

 

〇ユーロ/ドル相場週足 

…削除済み… 

 ユーロ/ドル相場は、ドル/円やユーロ/円ほどは今年動いていないわけだが、現在のところ流れ

は緩やかなドル安/ユーロ高である。 

 このドル安が米景気の改善＝米株価の上昇に繋がっているのだろうし、国内では円安・円安と

騒いでいるため、逆に言えばドルはドル高になっていると思いがちだが、対円では確かにドル高

だが、対ユーロではそんな事もないという事だ。 

 相場には、色んな視点からの見方が必要だ。 

 

〇日経 225 週足 

…削除済み… 

 これから年末に掛けて、今年の 1 年を振り返るだとか、来年はどうなる？だとかの番組が増

えるだろう。 

 とにかく株は、リーマンショック前の水準は回復し、16,000 円くらいで終了となりそうだ。

当方は来年は 2 万円を超えると思っているが、どんな時だって正反対の見方をする人は居るわ

けで、中には 12,000 円を割るとい人も居るだろう。 

 そういう人は、このチャートであれば一目均衡表の雲の下に出るまでの調整が先という相場観
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なのだろうが、実際に調整が来れば、1 万円だとか 8,000 円だとか、更なる極論を言うだろう。

もしも本当にそうなったら、消費税が上がっている中で不景気に突入するわけで、とんでもない

事となる。 

 毎度毎度、危機を煽る経済評論家なる生き物は、日本にとっては“百害あって一利なし”だと

思う。あいつらは、どうすれば良くなるなどの建設的な意見は一切言わないのだから。 

 

〇NY ダウ週足 

…削除済み… 

 東京株式市場は今年になって大きく浮上を開始したわけだが、NY ダウはリーマンショックか

らの回復過程がずっと継続されているわけで、すでに 14,000 ドル台どころか、現在は 16,000

ドル台も超えているわけである。 

 2010 年～12 年の東京市場の体たらくとは、完全に一線を画しているわけだ。QE を推し進め

て、またシェールガスを開発して経済を活性化させた FRB 及び米政府の功績であり、一方で東

京は白河日銀総裁と民主党政権の罪であろう。 

 

〇CRB 指数週足 

…削除済み… 

 株式市場の NY ダウに匹敵するのが、商品市場の CRB 指数である。 

 

 これを見れば判るとおり、リーマンショック前の高騰とその後の急落。そして反騰までは同じ

だが、2011 年の夏を境に動きは真逆の展開となっているわけだ。 

 だからこそ“買いは株、商品は売り”との相場観を言い続けているわけだ。 

 

〇ナスダック総合指数週足 

…削除済み… 

 NY ダウも強いが、ハイテク産業などを中心に上場しているナスダック市場は、それ以上の強

さである。2011 年にリーマンショック前の高値は超え、2012 年も上昇し、今年は更に上昇に加

速が付いている展開だ。 

 そろそろ調整が入ってもおかしくはないが、こういう強さを見るに付け、悲観論者には呆れる

思いを抱いている。 

 

〇上海総合指数週足 

…削除済み… 

 最後に、上海総合市場の株の動きをアップする。株は強いといっても、どこの株も強いわけで

はない。リーマンショック後の暴落からの回復は多少あったが、その後今に至るまで体たらくな

のが中国市場である。 

 上海総合ばかりではなく、香港ハンセンも 2010 年以降は全くの横ばいだ。 

 

 

 



 15 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


